
いちごドリルプリント

化学変化・原子分子 名前

問1 酸化銅と炭素の混合物を試験管に入れて加熱した際、酸化銅は酸素を失って銅に変化します。このように、酸化物が酸素を奪われる化学変化を
何といいますか。 （2015年 静岡県公立入試 類似）

1. 酸化 2. 蒸留 3. 分解 4. 還元

問2 物質が酸素と結びつき、激しく反応して多量の熱と光を出す化学変化を何といいますか。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 燃焼 2. 中和 3. 還元 4. 蒸発

問3 炭酸水素ナトリウムを加熱したときに起こる分解反応において、生成される3つの物質の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2025年

青森県公立入試 類似）

1.
酸化ナトリウム、水素、二酸化炭素

2. 炭酸ナトリウム、水、二酸化炭素 3. 炭酸ナトリウム、酸素、水素 4.
水酸化ナトリウム、水、二酸化炭素

問4 鉄粉が酸素と結びついて酸化鉄になる化学変化のように、反応にともなって熱を放出し、周囲の温度を上げさせる反応を「発熱反応」と呼びま
す。一定量の反応物を用いてこの反応を行うとき、反応の条件を変えて「最高温度」を高く設定した場合、熱が発生し続ける「持続時間」はど
のように変化しますか。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 反応が緩やかに進んで少しずつ熱
を出すため、持続時間は長くなる。

2. 反応の速さと持続時間は比例する
ため、持続時間も長くなる。

3. 反応物の量が同じであれば、最高
温度に関わらず持続時間は変わらな
い。

4. 反応が急激に進んで短時間で反応
が終わるため、持続時間は短くなる
。

問5 酸素を満たした丸底フラスコの中に炭素を入れ、ゴム栓をして加熱し、炭素を完全に燃焼させました。その後、フラスコの中に石灰水を入れて
よく振り混ぜたとき、石灰水の様子はどうなりますか。 （2021年 山梨県公立入試 類似）

1. 石灰水が青紫色に変化する 2. 石灰水には何の変化も見られない 3. 石灰水が白く濁る 4. 石灰水が赤色に変化する

問6 ステンレス皿にマグネシウムの粉末を広げてガスバーナーで十分に加熱したところ、激しく光を発して燃焼し、白色の物質が生成された。この
とき、生成された物質の名前と、物質が反応する際の質量の割合が常に一定になるという自然界の法則の組み合わせとして正しいものを、次の
うちから選びなさい。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 酸化マグネシウム・定比例の法則 2.
酸化マグネシウム・質量保存の法則

3.
二酸化マグネシウム・定比例の法則

4.
塩化マグネシウム・質量保存の法則

問7 黒色の酸化銀の粉末を試験管に入れ、ガスバーナーで加熱したところ、酸素が発生して試験管内には銀が残りました。この熱分解の様子を化学
反応式で表したものとして正しいものはどれですか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. AgO → Ag + O 2. 2AgO → 2Ag + O₂ 3. 2Ag₂O → 4Ag + O₂ 4. Ag₂O → 2Ag + O

問8 銅の粉末6.0gをステンレス皿に広げて十分に加熱し、すべてを酸化銅へと変化させました。このとき、結びついた酸素の質量と、反応後に得ら
れた酸化銅の質量の組み合わせとして正しいものを選択してください。 （2018年 岩手県公立入試 類似）

1. 酸素：1.2g、酸化銅：7.2g 2. 酸素：1.5g、酸化銅：7.5g 3. 酸素：2.4g、酸化銅：8.4g 4. 酸素：2.0g、酸化銅：8.0g

問9 酸化銅9.0gと炭素粉末0.6gを試験管に入れて加熱したところ、二酸化炭素が発生し、一方の物質が反応せずに残りました。このとき、発生した
二酸化炭素の中に含まれている「酸素の質量」は何gですか。ただし、酸化銅に含まれる銅と酸素の質量の比は4：1、酸化銅と炭素が過不足なく
反応するときの質量の比は40：3であるものとします。 （2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 0.8g 2. 2.2g 3. 1.6g 4. 1.8g

問10 密閉した袋の中に少量の液体のエタノールを入れ、熱湯をかけてすべて気体に変化させたところ、袋が大きくふくらみました。このときのエタ
ノールの変化について、分子のモデルに基づいた説明として正しいものはどれですか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 熱によって分子が膨張し、分子1
個の体積が増えたため。

2. 熱によって分子どうしの結びつき
が弱まり、分子の間隔が広がったた
め。

3. 熱によって分子が分裂し、袋の中
の粒子の数が増えたため。

4. 熱によって分子が化学変化を起こ
し、より密度の小さい別の物質に変
わったため。

問11 2種類以上の物質が結びついて、それまでとは別の新しい性質を持つ1種類の物質ができる化学変化を何といいますか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 混合 2. 分解 3. 化合 4. 酸化

問12 水素と酸素を反応させて水を作る過程で、化学エネルギーを電気エネルギーとして取り出し、同時に発生する熱を給湯などに利用する「燃料電
池」の仕組みについて述べたものとして、適切なものはどれですか。 （2020年 奈良県公立入試 類似）

1. 水を電気分解して水素と酸素を作
る際に、外部から熱を吸収する。

2. 都市ガスを燃焼させて水蒸気を作
り、その圧力で発電機を回す。

3. 水素と酸素が反応して水ができる
際のエネルギーを、電気や熱として
利用する。

4. 二酸化炭素と水素を反応させて、
酸素と電気を発生させる。

問13 物質を「単体・化合物」の分類、および「分子をつくる・つくらない」の分類で分けるとき、酸素の性質を正しく説明している組み合わせはど
れですか。 （2016年 京都府公立入試 類似）

1. 単体であり、分子をつくる物質で
ある。

2. 化合物であり、分子をつくる物質
である。

3. 単体であり、分子をつくらない物
質である。

4. 化合物であり、分子をつくらない
物質である。

問14 酸化銀の粉末を試験管に入れて加熱したところ、試験管の口付近から気体が発生し、試験管の底には白色の物質が残りました。この残った白色
の物質が「銀」であることを確認するための操作と結果の組み合わせとして、適切なものはどれですか。 （2023年 山形県公立入試 類似）

1. 水に溶かして、フェノールフタレ
イン溶液を加えると赤色に変わる。

2. 少量の水を加えて加熱すると、再
び黒色の酸化銀に戻る。

3. 薬さじでこすると、金属光沢が出
る。

4. 石灰水に入れて振ると、石灰水が
白く濁る。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

還元
物質が酸素と結びつく反応を酸化と呼ぶのに対し、酸化物が酸素を失う反応を還元と呼びます
。この実験では、酸化銅が炭素によって酸素を奪われ、金属の銅へと変化しています。

問2 答え 1
燃焼

物質が酸素と結合する反応を酸化といいますが、その中でも特に激しく反応し、熱や光を放出
する現象を燃焼と呼びます。これは化学エネルギーが熱や光のエネルギーに変換される過程で
もあります。

問3 答え 2
炭酸ナトリウム、水、二酸化炭素

炭酸水素ナトリウムを加熱すると、固体の炭酸ナトリウム、液体の水、気体の二酸化炭素の3
つの物質に分解されます。この反応は1種類の物質が2種類以上の別の物質に分かれる変化であ
るため、熱分解と呼ばれます。選択肢にある水酸化ナトリウムや酸化ナトリウムは、この反応
では生成されません。

問4 答え 4
反応が急激に進んで短時間で反応が終わるた
め、持続時間は短くなる。

反応物の総量が一定である場合、化学変化によって発生する熱の総量も一定です。短時間で激
しく反応（酸化）させると、単位時間あたりの発熱量が増えるため最高温度は高くなりますが
、その分だけ反応物が早く消費されてしまうため、熱を出し続けることができる持続時間は短
くなります。

問5 答え 3
石灰水が白く濁る

炭素を酸素中で燃焼させると、炭素と酸素が結びつく酸化という化学変化が起こり、二酸化炭
素が発生します。二酸化炭素には石灰水と反応して白色の沈殿を生じさせる性質があるため、
反応後のフラスコに石灰水を入れると白く濁ります。

問6 答え 1
酸化マグネシウム・定比例の法則

マグネシウムを空気中で加熱すると、酸素と結びつく「酸化」という化学変化が起こり、酸化
マグネシウム（MgO）が生成される。このとき、反応するマグネシウムと酸素の質量比は常に
一定（約3：2）になることが知られており、この決まりを定比例の法則という。質量保存の法
則は「反応前後の全体の質量が変わらない」という法則であり、比率そのものを指すものでは
ないため区別が必要である。

問7 答え 3
2Ag₂O → 4Ag + O₂

酸化銀の化学式はAg₂Oであり、これを加熱すると銀(Ag)と酸素(O₂)に分解されます。化学反
応式では矢印の左右で原子の種類と数を一致させる必要があるため、酸化銀分子2個から、銀
原子4個と酸素分子1個が生じることを示す「2Ag₂O → 4Ag + O₂」が正解となります。酸素
を「O」としたり、酸化銀を「AgO」としたりする誤りに注意が必要です。

問8 答え 2
酸素：1.5g、酸化銅：7.5g

銅と酸素が反応して酸化銅ができるときの質量比は 4：1 です。銅 6.0g
と結びつく酸素の質量を x g とすると、4：1 ＝ 6.0：x という比例式が成り立ち、x ＝ 1.5g
と計算できます。また、得られる酸化銅の質量は「反応前の銅の質量 ＋
結びついた酸素の質量」で求められるため、6.0g ＋ 1.5g ＝ 7.5g
となります。あるいは、銅と酸化銅の質量比 4：5 を利用して 4：5 ＝ 6.0：y から 7.5g
を導くことも可能です。

問9 答え 3
1.6g

定比例の法則により、反応する物質の質量比は常に一定です。まず、酸化銅と炭素が反応する
比率（40：3）から、炭素0.6gと過不足なく反応する酸化銅の質量を計算すると、0.6g ×
(40 / 3) ＝ 8.0gとなります。用意された酸化銅は9.0gであるため、8.0gが反応し、1.0gが
未反応のまま残ります。酸化銅（CuO）に含まれる銅と酸素の質量の比が4：1であることか
ら、酸化銅と酸素の比は5：1です。反応した8.0gの酸化銅に含まれていた酸素の質量は、8.0
g × (1 / 5) ＝ 1.6gとなります。この酸素が炭素と結びついて二酸化炭素（CO2）となるた
め、二酸化炭素に含まれる酸素の質量は1.6gです。

問1
0

答え 2
熱によって分子どうしの結びつきが弱まり、
分子の間隔が広がったため。

状態変化は分子の組み合わせや個別の性質が変わる現象ではなく、分子の集まり方が変わる現
象です。液体から気体への変化では、分子どうしの間隔が広がることで体積が増加し、密閉さ
れた袋を内側から押し広げることになります。この過程で分子の質量や大きさそのものが変わ
ることはありません。

問1
1

答え 3
化合

複数の物質が結びついて別の物質に変わる化学変化を化合と呼び、これによって生成された物
質を化合物といいます。これに対し、1つの物質が2つ以上の物質に分かれる変化は分解、単に
混ざり合っているだけで化学的に結びついていない状態は混合と呼ばれます。

問1
2

答え 3
水素と酸素が反応して水ができる際のエネル
ギーを、電気や熱として利用する。

燃料電池は、水の電気分解とは逆の反応を利用しています。水素と酸素を化学反応させて水が
生成される際に、エネルギーを電気として取り出す装置です。このとき同時に熱も発生するた
め、家庭用システムではこの熱を効率よく給湯に活用しています。

問1
3

答え 1
単体であり、分子をつくる物質である。

物質を構成する原子が酸素原子という1種類のみであるため、酸素は「単体」と定義されます
。また、気体の酸素は酸素原子が結びついた粒子の単位で空間を飛び回っているため、「分子
をつくる」物質に分類されます。これに対し、銅や酸化銀のように原子が規則正しく連続して
並んでいるものは、分子をつくらない物質と呼ばれます。

問1
4

答え 3
薬さじでこすると、金属光沢が出る。

酸化銀を熱分解して得られた白色の固体は「銀」であり、金属の性質を持っています。金属に
は「たたくと広がる（展性）」「引き伸ばすと伸びる（延性）」「電気をよく通す」「熱をよ
く伝える」「みがくと光る（金属光沢）」という共通の性質があります。したがって、薬さじ
の背などでこすって特有の輝きを確認することは、その物質が金属であることの有力な証拠と
なります。


